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平
成
17
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計

決
算
は
、
歳
入
が
４
２
億
６
千
４
９
万
２
千
３

１
円（
前
年
度
対
比
３
・
53
％
減
）、
歳
出
が
４

１
億
７
千
１
０
０
万
４
千
５
４
４
円（
前
年
度

対
比
１
・
73
％
減
）で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差

し
引
い
た
残
高
は
８
千
９
４
８
万
７
千
４
８
７

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
関
係
市
町
村
か
ら
の

負
担
金
が
３
８
億
７
千
６
２
６
万
５
千
円
で

全
体
の
90
・
98
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
消
防
費
が
３
９
億
８
７
３
万
９

千
円
で
全
体
の
93
・
71
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
丸
の
内

消
防
署
庄
内
出
張
所
の
移
転
改
築
工
事
終
了

に
伴
う
精
算
、
芳
川
消
防
署
庁
舎
改
築
工
事

設
計
業
務
委
託
が
あ
り
、
消
防
車
両
に
つ
い
て

は
、
渚
消
防
署
の
梯
子
付
消
防
自
動
車
、
塩
尻

消
防
署
の
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
ま

し
た
。

ま
た
、
新
た
に
塩
尻
市
に
合
併
し
た
旧
木

曽
郡
楢
川
村
の
区
域
に
お
け
る
消
防
事
務
を

木
曽
広
域
連
合
へ
委
託
す
る
と
と
も
に
、
救
急

業
務
用
医
薬
材
料
及
び
普
通
救
命
講
習
会
の

訓
練
用
機
材
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
特
別
会
計

の
決
算
は
、
歳
入
が
１
千
８
４
５
万
２
千
２
１

４
円（
前
年
度
対
比
79
・
75
％
増
）、
歳
出
が
１

千
７
４
８
万
９
１
１
円（
前
年
度
対
比
87
・
79
％

増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
平
成
17
年
度
松
本
広
域
連
合

決
算
の
概
要

●
平
成
17
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

松
本
広
域
連
合
で
は
“介
護
認
定
審
査
事
務
”
及
び

“障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
事
務
”を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
申
請
手
続
き
や
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
制
度
の
詳
細
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
所
を
有
す
る
市
町
村
の
福
祉
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●介護認定審査事務
平成18年4月から、介護保険法の改正
により、「予防給付」が創設されました。
予防給付とは、比較的軽度な要介護状
態の方に適切なサービスを提供すること
により、介護状態の改善又は悪化の予防
を目的とした制度です。
介護認定審査会では、従来の審査判

定に加えて、この軽度な要介護状態の
審査対象の方が、「介護給付」「予防給付」
のいずれかに該当するかの審査判定を
併せて行っています。

●障害程度区分認定審査事務
松本広域連合では、平成
18年4月の障害者自立支援
法の施行に伴い、市町村が
その福祉サービスの種類や
量などを決定するための、
判断材料の一つとなる、障
害程度区分の審査・判定を
行っています。

市町村
○申請の受付
○訪問調査
○特記事項
○主治医意見書

松本広域連合
○一次判定
（コンピュータによる）
○認定審査会
（二次判定）

自　　立
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

市町村

○認定
○認定通知

審査
依頼

判定
結果

要
介
護
状
態
の
区
分

＝

市町村
○申請の受付
○訪問調査
○特記事項
○医師意見書
○一次判定
（コンピュータによる）

松本広域連合
○認定審査会
（二次判定）

自　　立
区　分１
区　分２
区　分３
区　分４
区　分５
区　分６

市町村
○支給決定
○決定通知

審査
依頼

判定
結果

介
護
給
付
の
区
分

＝

介護予防サービス
（予防給付）｝
介護サービス
（介護給付）｝

●3

歳入合計 
１８,４５２ 
（千円） 

歳出合計 
１７,４８０ 
（千円） 

諸収入 
６,６５５千円 
（３６．０７％） 

一般事務費 
６,８３９千円 
（３９．１２％） 

アルプスの風ツアー 
推進事業費 
３,５４４千円 
（２０．２７％） 

財産収入 
８,１００千円 
（４３．９０％） 

繰入金　１,１００千円（５.９６％） 
繰越金　９５７千円（５.１９％） 

県支出金 
１,３４４千円 
（７.２８％） 

分担金及び 
負担金 
２９６千円 
（1.６０％） 

都市と松本広域との 
若者交流事業費 
８００千円 
（４.５８％） 

観光パンフレット 
作成事業費 
１,０３９千円 
（５.９５％） 
広域イベント振興事業費 
１,９００千円（１０.８７％） 
２時間以内「特急あずさ」実現推進事業費 
600千円（３.４３％） 

ふるさと探訪事業費 
８０８千円（４.６２％） 

広域物産展開催事業費 
６００千円（３.４３％） 

地域スポーツ交流事業費 
１５０千円（０.８６％） 

ラジオ放送 
「アルプスの風」 
事業費 
１,２００千円 
（６.８７％） 

歳入合計 
４,２６０,４９２ 
（千円） 

歳出合計 
４,１７１,００４ 
（千円） 

消防費 
３,９０８,７３９千円（９３．７１％） 

使用料及び手数料 
　６,０７２千円（０.１４％） 

国庫支出金 
　６２,２９３千円（１．４６％） 
財産収入 
　４７５千円（０.０１％） 
繰入金 
　４０,０００千円（０.９４％） 
繰越金 
　１７１,６４８千円（４.０３％） 
諸収入 
　１０３,７３９千円（２.４４％） 

公債費 
　８５,２７６千円 
　（２.０５％） 

議会費 
　３,４３２千円（０.０８％） 
総務費 
　６９,２７４千円（１.６６％） 
民生費 
　１０４,２８３千円（２.５０％） 

分担金及び負担金 
３,８７６,２６５千円 
（９０.９８％） 

一般会計ふるさと市町村圏事業
特別会計

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ



２
月
定
例
会
は
、
平
成
19
年
２
月
９
日
に
松

本
市
役
所
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
新
た
に
生

坂
村
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
牛
越
豊
議
員
の

議
席
指
定
、
委
員
会
選
任
の
後
、
菅
谷
広
域
連

合
長
か
ら
議
案
７
件
の
上
程
、
提
案
説
明
の

後
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議
で
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
３
月
23
日
で
任
期
が
満
了
す
る

公
平
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
２
月
９
日
に
開

催
さ
れ
た
広
域
連
合
議
会
の
同
意
を
得
て
、
次

の
３
名
を
選
任
し
ま
し
た
。

・
池
田
六
之
助（
松
本
市
）

・
永
原
高
雄

(

塩
尻
市)

・
大
久
保
陸
男（
安
曇
野
市
）

任
期
は
平
成
19
年
３
月
24
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
23
日
ま
で
の
４
年
間
に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
８
日
、
松
本
市
役
所
大
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
４
件
の
上
程
、
提
案
説
明
が
あ
り
、
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
務
民
生
委
員
会
及
び
消
防
委
員
会
で
議

案
が
審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議
に
て
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
松
本
広
域
連
合
議
会

2
月
定
例
会

平
成
18
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
提
出
案
件

●
松
本
広
域
連
合
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
松
本
広
域
連
合
消
防
賞
じ
ゆ
つ
金
及
び
殉
職
者
特

別
賞
じ
ゆ
つ
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
平
成
18
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

●
平
成
18
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
平
成
19
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
平
成
19
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
事
業
特
別
会
計
予
算

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
平
成
19
年
度
松
本
広
域
連
合

当
初
予
算
の
概
要

◆
提
出
案
件

●
松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
平
成
18
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

●
平
成
18
年
度
松
本
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
平
成
17
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

一般会計当初予算ふるさと市町村圏事業
特別会計当初予算

●2

予算総額 
４,５６６,０９０ 
（千円） 

予算総額 
１２,１５０ 
（千円） 

分担金及び負担金 
４,０６１,４２０千円（８９.０％） 

財産運用収入 
９，８７０千円（８１．２％） 

広域的観光事業 
４，０５０千円（３３．３％） 消防費 

４,２９７,８７０千円（９４．１％） 

使用料及び手数料５，７２０千円（０.１％） 

負担金 
３２０千円 
（２．７％） 繰越金 

１，９６０千円（１６．１％） 

国庫支出金 
２９,３６０千円（０．６％） 

財産収入 
４，３３０千円（０．１％） 

繰入金 
１２０，０００千円（２．６％） 

繰越金 
７１，５３０千円（１．６％） 

諸収入５８，０３０千円（１．３％） 
広域連合債 
２１５，７００千円（４．７％） 

議会費 
３，３２０千円（０．１％） 

総務費 
６３,９６０千円（１．４％） 

民生費 
９８，１５０千円（２．１％） 

公債費 
６８，０５０千円（１．５％） 

予備費 
３４,７４０千円（０．８％） 

広域活動事務費 
９２０千円（７．６％） 

広域的イベント開催事業１，８００千円（１４．８％） 

広域的健康づくり・ 
スポーツ振興事業 
１００千円（０．８％） 広域的地場産業振興事業 

１，６００千円（１３．２％） 

広域的文化事業 
９００千円（７．４％） 

広域的地域間 
交流事業 
２４０千円（２．０％） 

予備費 
２，５４０千円（２０．９％） 

広域活動事
業

費

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◎
平
成
19
年
2
月
定
例
会

◎
平
成
18
年
11
月
定
例
会



奈
良
井
川 

奈
良
井
ダ
ム 

平沢南 

257

493

茶臼山茶臼山（26532653）塩尻市最高地点塩尻市最高地点 

権兵衛トンネル 

権兵衛峠権兵衛峠 

ならい 

伊那市 
Ina City

大棚入山 

茶臼山（2653）塩尻市最高地点 

姥神峠 

経ヶ岳 

権兵衛街道 

綿沢 
 

天照沢 

三ノ段 

栃窪 

羽淵 

番所 

萱ヶ平 

権兵衛トンネル 

姥
神
奈
良
井
線 

奈良井宿方面 

★ ★ 権兵衛峠 
ジャンボカラマツ ジャンボカラマツ 

      

　
旧
木
曽
郡
楢
川
村
が
塩
尻
市
と
合
併
し

て
奈
良
井
川
の
源
流
域
ま
で
松
本
広
域
圏
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
最
深
部
に
位
置
す
る
権

兵
衛
峠
。
こ
の
峠
の
頂
上
か
ら
木
曽
駒
ヶ
岳

方
面
へ
稜
線
を
少
し
登
っ
た
一
帯
は
、コ
メ
ツ

ガ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
針
葉
樹
と
コ
ナ
ラ
や
カ

エ
デ
な
ど
広
葉
樹
が
混
生
す
る
貴
重
な
針
広

混
交
林
の
国
有
林
で
す
。
こ
こ
に
２
０
０
０

年
に
林
野
庁
が『
巨
木
百
選
』に
選
定
し
た
「
ジ

ャ
ン
ボ
カ
ラ
マ
ツ
」（
塩
尻
市
指
定
天
然
記
念

物
）
が
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
マ
ツ
は
北
日
本
を
中

心
に
全
国
に
分
布
し
、こ
と
に
長
野
県
で
は

ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
お
な
じ
み
の
木
で
す
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
後
人
の
手
で
植
え
ら
れ

た
人
工
林
カ
ラ
マ
ツ
で
、ど
こ
か„
群
れ
て
ひ

弱
“な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
樹
齢
二
百
五

十
年
、
幹
囲
四
メ
ー
ト
ル
の
天
然
の
ジ
ャ
ン

ボ
カ
ラ
マ
ツ
は
、そ
う
い
う
カ
ラ
マ
ツ
の
イ
メ

ー
ジ
を
一
変
さ
せ
る
迫
力
で
、一
帯
の
天
然
原

生
林
と
と
も
に
訪
れ
る
人
々

を
魅
了
し
ま
す
。 

 

 

    

                 

　
一
年
前
に
開
通
し
た
伊
那
木
曽
連
絡

道
路
権
兵
衛
ト
ン
ネ
ル
を
塩
尻
側
に
抜

け
た
と
こ
ろ
か
ら
峠
頂
上
ま
で
は
旧
道

を
車
で
約
十
分
。
そ
こ
か
ら
遊
歩
道
を

約
四
十
分
登
れ
ば
こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ラ
マ
ツ

と
対
面
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
。 

 

 

権
兵
衛
峠
と

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ラ
マ
ツ

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見
Vol.3
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市
街
化
区
域
と
し
て
開
発
が
進
む
芳
川
平

田
地
区
に
、
国
道
19
号
の
交
通
渋
滞
の
解
消
、

通
勤
、
通
学
の
交
通
利
便
性
の
向
上
に
よ
る

地
域
の
発
展
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
、
平

成
４
年
１
月
に
「
篠
ノ
井
線
芳
川
平
田
新
駅

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
を
設
立
し
、
地
域

が
一
体
と
な
り
新
駅
建
設
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
19
年
３
月
18
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
、
篠
ノ
井
線
　
村

井
〜
南
松
本
駅
間
に
、
松
本
市
内
で
は
昭
和

19
年
の
「
南
松
本
駅
」
以
来
の
新
駅
「
平
田

駅
」
と
し
て
開
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

塩
尻
市
に
あ
り
ま
す
国
史
跡
平
出
遺
跡
で

は
、
縄
文
・
古
墳
・
平
安
の
各
時
代
に
わ
た
る

村
を
再
現
す
る
平
出
遺
跡
公
園
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
７
棟
の
復
元
住
居
が
立
ち

並
ぶ
五
千
年
前
の「
縄
文
の
村
」
は
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
、
現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
棟
は
こ
の
４
月
に
開
館
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
遺
跡
公
園
で
は
、
復
元
住
居
で
の

宿
泊
体
験
や
古
代
作
物
の
栽
培
・
試
食
・
土
器

や
ガ
ラ
ス
玉
づ
く
り
な
ど
が
で
き
、
原
始
・
古

代
の
人
々
の
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

美
術
館
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
、
漆
芸
家
・

橋
節
郎
の
生
家
を
下
記
の
と
お
り
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

【
貸
出
施
設
】

●
主
屋（
か
や
ぶ
き
の
古
民
家
、
座
敷
と
土

間
）、
南
の
蔵（
古
蔵
、
２
階
建
）

【
利
用
料
】

●
主
屋
／（
お
茶
会
等
の
催
し
や
、
家
具
等
の
立
体

物
の
展
示
向
き
）：

半
日（
４
時
間
）１
２
０
０
円

●
南
の
蔵
／（
平
面
・
立
体
各
種
の
展
示
向
き
）：

半
日
１
０
０

円
／
冬
季
は
他
に
暖
房
費（
１
時
間
１
０
０
円
）が
必
要
。

【
利
用
方
法
】

●
使
用
日
６
ヶ
月
前
か
ら
７
日
前
ま
で
に
所
定
の
用

紙
に
よ
り
申
し
込
み
。
最
長
２
週
間
利
用
可
。

【
申
込
み
先
】

●
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

（
０
２
６
３
）８
１
│
３
０
３
０

筑
北
村
の

清
ら
か
な
水

で
育
て
ら
れ

た
美
味
し
い
い

ち
ご
を
そ
の
場

で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
食

べ
放
題
で
す
。

坂
井
い
ち
ご

園
で
は
、
高
設

ベ
ン
チ
栽
培
に

よ
り
、
立
っ
た

ま
ま
の
姿
勢
で

い
ち
ご
狩
り
が

楽
し
め
ま
す
。

い
ち
ご
狩
り
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
い
ち
ご
狩
り
料
金
】

●
大
人（
中
学
生
以
上
）
１，

３
０
０
円

●
子
供（
４
歳
以
上
）

１，

０
０
０
円

【
営
業
時
間
】

●
土
、
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

●
平
日

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
ま
で

●
月
曜
日
定
休
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
０
２
６
３
）６
７
│
３
８
０
５

市
町
村
情
報
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◆
Ｊ
Ｒ
平
田
駅
開
業(

松
本
市)

◆
平
出
遺
跡
公
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塩
尻
市)

◆
漆
芸
家
・

橋
節
郎
の
生
家
の

ご
利
用
を(

安
曇
野
市)

◆
い
ち
ご
狩
り
が
楽
し
め
ま
す(

筑
北
村)



松
本
広
域
圏
に
お
け
る
救
急
出
場
件
数

は
、
１
４，

５
６
５
件
で
、
前
年
比
４
６
７

件
（
３
・
３
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
故
種
別
で
は
、
急
病
59
・
５
％
、
転

院
搬
送
12
・
２
％
、
一
般
負
傷
12
・
０
％
、

交
通
事
故
11
・
９
％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
と
比
較
し
て
交
通
事
故
の
減
少
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
消
防
局
の
救
急
出
場
は
１
日
に
約
40

件
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
約
30
人
に
１
人

が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
出
場
件
数
は
、
10
年
間
で
約

１
・
６
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年別救急出場件数の推移

救
急
車
は
、
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
で
緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

傷
病
者
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

緊
急
で
も
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、
本
当

に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
遠

く
の
救
急
車
が
出
場
す
る
こ
と
に
よ
り
到
着
が
遅
れ
、

救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
方
は
、
救
急

車
で
な
く
他
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

傷
病
者
の
様
子
や
、
事
故
の
状
況
か
ら
急
い
で
病
院

へ
連
れ
て
行
っ
た
方
が
良
い
と
思
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず

１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

本当に必要かなー！ 

16,000 

14,000 

12,000 

10,000 
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H9年 H10年 H11年 H12年 H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 
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9,206

9,940 
10,685

11,379
11,650

12,090
12,704

13,746
14,098

14,565

平
成
１８
年
中
の
救
急
出
場
状
況

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。
文

化
財
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
松
本
城
他
各
文
化
財

で
消
防
訓
練
を
実
施
し
、
文
化
財
愛
護
思
想
の
高

揚
を
図
り
ま
し
た
。

松
本
広
域
消
防
局
で
は
、「
松
本
広
域
圏
防
災
の
日
」
と
し
て
定
め
た
１
月
17
日
、

阪
神
淡
路
大
震
災
発
災
と
同
時
刻
に
、
糸
魚
川
構
造
線
の
牛
伏
寺
断
層
を
震
源
と

す
る
震
度
７
の
地
震
を
想
定
し
、
非

常
招
集
訓
練
及
び
図
上
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た
自
主
防

災
組
織
、
町
会
組
織
の
皆
さ
ん
と
連

携
を
図
る
た
め
、
出
前
防
災
訓
練
、

図
上
訓
練
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
の
安
心
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
消
防
援
助
隊
が
全
国
組
織
で
編

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
人
命
救
助

活
動
等
に
迅
速
な
派
遣
体
制

の
確
立
、
技
術
の
習
得
、
連

携
強
化
の
た
め
長
野
県
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
各
合
同
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

忘
れ
な
い
で
！
阪
神
淡
路
大
震
災国宝松本城消防総合訓練

関東ブロック合同訓練
（平成18年11月11・12日）
栃木県宇都宮において

長野県合同訓練
（平成18年10月23・24日）

木曽町に於いて

図上訓練（ディグ）

警防本部

文
化
財
防
火
デ
ー

消
防
訓
練
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新芳川消防署の庁舎が完成しました
地域の防災拠点施設としての機能を備えた芳川消防署新庁舎が、従来の西側隣接地に移転改築し、平成18年11

月10日に運用開始となりました。

主な特徴
・庁舎の耐震性を強化し、災害時は地域の防災拠点施設
となります。

・24時間定格運転可能な非常用自家発電設備を設置しま
した。

・市道開通による交通量の増加に対応するため「緊急車
出動表示板」を設置しました。

・「防火相談室」を設置し、地域の皆様方から親しみ易
い施設となっています。

・事務室の機能向上とスペースの有効活用を図るため、
事務机の共有化を行なっています。

１　所在地 松本市芳川村井町900-3
国道19号村井下町交差点東）

２　建築概要 構造／鉄筋コンクリート造・
一部鉄骨造

階層／地上2階
敷地面積／2,600.11㎡
延べ面積／854.84㎡
（1階：567.24㎡、2階：287.60㎡）
事業費／2億2,700万円

３　連絡先 松本広域連合　芳川消防署　電話（0263）58-4322 ＦＡＸ兼用

我
が
家
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
や
っ
て
き
た

空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎え、全国一斉に春の火災予防運動
が実施されます。
平成18年松本広域消防局管内における火災件数は188件で、その内、建物

火災は90件と全火災の48％を占めています。
全国的に建物火災の件数及び死者数が著しく増加しており、その内の過半数

が、65歳以上の高齢者の方となっています。
火災は一瞬にしてあなたの尊い命、財産等、大切なものを奪ってしまいます。
今一度、ご家族で自宅の防火点検を実施しましょう。

全国一斉春の火災予防運動
3月1日（木）～3月7日（水）

全国一斉春の火災予防運動
3月1日（木）～3月7日（水）

●6



平
成
十
九
年
三
月
発
行
第
十
七
号
　
編
集
・
発
行
／
松
本
広
域
連
合
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所
／
松
本
市
大
手
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目
八
番
十
三
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印
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／
株
式
会
社
綜
合
印
刷

この広報紙は再生紙を使用しています。

ＥＭＥＲＧＥＮＣＹ　119
～119番通報を受付する通信指令課からのお願い～

◆ 松本広域消防局では最新の消防通信指令システムにより、１１９番通報から消防車・救急車出場まで
の時間短縮が図られ、全職員が災害現場に１分１秒でも早く到着するよう常に努力しています。
しかし、消防車や救急車をスムーズに出場させるためには、１１９番通報を受付する通信指令課で必

ず把握しなければならないポイントがあり、通報者のご協力が必要となります。
次の事項を確認していただき、１１９番通報時のご理解をお願いします。

◆ １１９番通報を受付すると「火事と救急」そして「災
害現場」がわかり次第、出動指令がかかり隊員は出場準
備を整え、指令員が内容を質問している間に救急車や消
防車は出場しています。
指令員が通報者に細かく質問すると「とにかく早く来

て！」と電話を切られることがありますが、通報者から
得た情報は出動した隊員の活動に対し、重要な役割を果
たしています。また、質問に協力していただけることに
より、消防車や救急車を早く現場に到着させることがで
き、救急車の場合は患者さんが助かる可能性がより高い
ものになります。
通話の裏側では指令、出動と動いていますので、安心

して質問に答えてください。

１１９番通報中に救急車や消防車は出場しています！

◆ 通信指令課には、毎日このような１１９番通報があります。極
端な例ですが、家族のおばあさんが危篤なのに「サイレンを鳴ら
さず来てほしい」という通報もありました。救急車や消防車は、
安全かつ迅速に災害現場に到着できるように赤色灯をつけ、サイ
レンを鳴らして走行するように法律で義務づけられています。
案内に出ていただき場所がわかれば、救急車が早めにサイレンを止める場合もあります。サイレンが

聞こえたら外で手（夜間は懐中電灯）を振って、救急車にわかるように合図してください。

「救急車お願いします。でもサイレンは鳴らさず来てください！」

◆ １１９番通報受付時の話です。「火事ですか？救急ですか？」と言った後、「ガチャ
ン！」と電話が切れてしまうことがよくあります。このような場合、通信指令課では
「何かあったのではないか」と考え、必ず電話を呼び返して安否を確認しています。
また、連絡がつかない場合は救急車を出場させ、通報した場所の安全を確認すること
もあります。
間違えて１１９番にかけてしまった場合はすぐ切らずに、「間違えました！」の一

言をお願いします。

「間違えました！」

～１１９番は災害通報専用ダイヤルです！問合せ等は次の電話番号へおかけください！～

◆緊急医 松本市内　消防テレホン案内　TEL ３５－９１１１(火災発生時に案内は一時中断します)
塩尻・安曇野市・東筑摩郡　　7０１２０－８９－０４２３

◆火　災 消防テレホン案内　TEL ３５－９１１１

◆その他 消防局　消防・救急なんでも相談電話　TEL ２５－２１１９

～１１９番通から出場までのイメージ～

通
　
報

指令

通
話
中

出　場
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